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変化の激しい社会の中で、子どもたちが「夢」や「志」をもって生きていくために必要な

確かな学力の向上を図るために、高知県教育委員会では、本年度から高知県教育振興基本計

画「重点プラン」に基づく取り組みを推進しています。 

県教育委員会では、これまでの学力調査等の結果から明らかとなりました基礎的・基本的

な内容の定着、思考力・判断力・表現力等の育成等の課題に対応するために、児童生徒の学

習状況を把握し、学習指導の充実や指導方法の改善に生かすとともに、学力向上検証改善サ

イクルを確立することを目的として、本年度から高知県学力定着状況調査を実施しました。 

本調査は、調査内容を「基礎的・基本的な知識」をみる問題と「思考力・判断力・表現力」

をみる問題で構成することで、子どもたちの学習の定着状況について、より詳細な分析を行

い、授業改善への提案を行っていくことを意図しています。 

今回の調査結果から、小学校では、全国学力・学習状況調査と同一趣旨の問題において改

善が見られました。しかし、小・中学生ともに、過去の調査結果と同様に、今回実施したど

の教科においても思考力・判断力・表現力等を問う設問での正答率が低く、複数の資料を関

連付けて理解・解釈したり、資料や情報に基づいて自分の考えを表現したりするなど、目的

に応じて、身に付けた知識を活用することに引き続き課題が見られました。 

本報告書では、調査結果と、その分析を基に、本県の課題を踏まえた具体的な指導の在り

方を「授業アイディア例」として示しています。学校全体で、本報告書を御活用いただき、

誤答分析などを行い、子どもたちの強み・弱みから改善のポイントを明らかにするとともに、

授業や家庭学習などで単元テストや学習シートなどの教材活用を一層促進するなど、指導方

法の工夫改善やより質の高い授業づくりを目指した取り組みを進めていただきたいと思い

ます。併せて、「学校改善プラン」の「知」「徳」「体」を連動させ、学力向上対策のＰＤＣＡ

サイクルをより一層充実させていただくようお願いいたします。 

最後に、今回の調査の実施に当たり、御尽力いただいた全ての皆様に心より御礼申し上げ

ます。 

平成２５年３月 高知県教育委員会 
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話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

国語 68.8 56.7 38.6 65.9

数と計算 量と測定 図形 数量関係

算数 74.8 61.0 87.4 73.3

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項

国語 56.8 62.5 49.7 70.4

世界の様々な地域 日本の様々な地域 中世の日本・近世の日本

社会 66.7 42.4 39.8

数と式 図形 関数 資料の活用

数学 55.6 59.0 37.1 44.2

物理的領域 化学的領域 生物的領域 地学的領域

理科 27.7 45.1 64.7 52.2

聞くこと 読むこと 書くこと

外国語（英語） 54.5 51.5 38.6

小学校

中学校

高知県平均正答率（％）

正答率（領域・内容）

高知県平均正答率（％）
正答率（領域・内容）

高知県平均正答率（％）
正答率（領域・内容）

64.3

高知県平均正答率（％）

60.9

73.2

平成２４年度高知県学力定着状況調査教科に関する調査結果
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○７四は、記者が読者に伝えたかった内容として適切なものを選択するものである。正答

率は８４.８％であり、相当数の児童ができている。 
●７二は、走る距離をのばしたり、タイムをちぢめたりするコツを１０字以内で書くもの

である。正答率は２０.６％であり、目的に応じて、文章の内容を的確に押さえて要旨をと

らえることに課題がある。 
●７三は、【『こども高知新聞の記事』の一部】と【取材メモの一部】に書かれている二つ

の内容を結び付けながら読み、車夫妻が「鉄人」と言われる理由を書くものである。正答

率は１０.５％であり、無解答率は１１.９％である。複数の記事を関連付けながら読み、

事実を基にして自分の考えをまとめることに課題がある。 

３ 教科別調査結果  

 
 

（１）小学校国語 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

大問４では、鏡川のごみ拾いへの参加を、どのようにして地域の人に呼びかけるかという

ことを話し合う場面を設定した。司会の進め方のよいところを説明したものとして、適切

なものを選択するものである。正答率は６１.８％である。 
大問５は、図書委員会で提案したいと考えている内容として、適切なものを選択するもの

である。正答率は７５.８％である。 

６では、しょうゆ工場で見学したことをまとめて、レポートを書き、推敲するという場面

を設定した。 
○６二は、文と文の接続語が整うように適切な言葉を選択するものである。正答率は 
８９.３％であり、相当数の児童ができている。 
●６三は、【レポートの下書き】の組み立てを説明したものとして適切なものを選択する

ものである。正答率は５７.５％であり、自分の思いや考えを明確に表現するために、文章

全体の構成の効果を考えることに課題がある。

○文と文の接続語が整うように適切な言葉を選択するものや文中にある語句の対義語を

適切にとらえるものは相当数の児童ができている。（６二８９.３％ ７一（１）８３.７％）

●文脈に即して漢字を正しく書くこと及び文脈に応じて漢字を正しく読むことについて

は、一部に課題がある。 
例：１二漢字を正しく書く（年賀はがきをいんさつする）４７.１％ 
●３１の正答率は２９.１％、２の正答率は５０.１％で、促音、長音、拗音、濁音の含ま

れたローマ字を読んだり書いたりすることに課題がある。無解答率も高い。日頃からロー

マ字を意識して使う場面を設定することが大切である。 

話すこと・聞くこと 

書くこと 

読むこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

今回の調査から見える ○成果  ●課題
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小学校国語
【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数

6,223 11.0/18 60.9
０問 0.1

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.2
２問 0.7
３問 1.7
４問 2.3
５問 3.4
６問 4.3
７問 6.2
８問 6.8
９問 8.0
10問 9.0
11問 8.9
12問 10.2
13問 9.8
14問 10.1
15問 7.7
16問 6.1
17問 3.9
18問 0.4

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点
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話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての

知識・理解・技能

○国語の平均正答率は６０．９％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえること

［７二 正答率２０．６％、無解答率７．４％］

※学習シート等との関連・参考

国語学習シート №70・106・110

平均正答率（％）
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選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

正
答
率

無
解
答
率

一 (1) ○
漢字を正し
く読む

意見のある人は，　挙手　して
ください

当該学年までに配当されている漢字を
正しく読む

第３・４学年
伝（１）ウ(ｲ)

○ ○ ○ 60.6 8.0

一 (2) ○
漢字を正し
く読む

消費エネルギーのむだを　省
く

当該学年までに配当されている漢字を
正しく読む

第３・４学年
伝（１）ウ(ｲ)

○ ○ ○ 89.1 2.8

○
漢字を正し
く書く

年賀はがきを　いんさつ　する
前学年までに配当されている漢字を正
しく書く

第３・４学年
伝（１）ウ(ｲ)

○ ○ ○ 47.1 11.4

○
漢字を正し
く書く

都道府県名を　おぼえる
前学年までに配当されている漢字を正
しく書く

第３・４学年
伝（１）ウ(ｲ)

○ ○ ○ 81.1 4.3

2 ○
文の中における主語と述語とを照応す
る

第５・６学年
伝（１）イ(ｷ)

○ ○ ○ 66.4 0.4

○
促音の含まれている言葉をローマ字で
書く

第３・４学年
伝（１）ウ(ｱ)

○ ○ ○ 29.1 13.0

○
長音，拗音，濁音の含まれたローマ字
表記を読む

第３・４学年
 伝（１）ウ(ｱ)

○ ○ ○ 50.1 24.8

4 ○
司会の役割や働きを押さえて，話合い
を計画的に進める

第５・６学年
Ａ（１）オ

○ ○ ○ 61.8 0.3

5 ○
話し手の意図を考えながら話の内容を
とらえる

第５・６学年
Ａ（１）エ

○ ○ ○ 75.8 0.3

一 ア ○
目的や意図に応じ，必要となる事柄を
整理して簡潔に書く

第５・６学年
Ｂ（１）ウ

○ ○ ○ 64.2 2.1

一 イ ○
目的や意図に応じ，必要となる事柄を
整理して簡潔に書く

第５・６学年
Ｂ（１）ウ

○ ○ ○ 62.3 3.1

○
文と文との意味のつながりや文章全体
における役割を考えながら，接続関係
が整うような接続語句をとらえる

第５・６学年
Ｂ（１）オ

第３・４学年
伝（１）イ(ｸ)

○ ○ ○ ○ ○ 89.3 0.9

○
自分の思いや考えを明確に表現するた
めに，文章全体の構成の効果を考える

第５・６学年
Ｂ（１）イ

○ ○ ○ 57.5 1.4

一 (1) ○
文中にある語句の反対の意味の言葉を
適切にとらえる

第５・６学年
伝（１）イ(ｵ)

○ ○ ○ 83.7 0.4

一 (2) ○
文中にある語句の反対の意味の言葉
を，漢字で正しく書く

第３・４学年
伝（１）ウ(ｲ)

○ ○ ○ 61.9 4.6

○
目的に応じて，文章の内容を的確に押
さえて要旨をとらえる

第５・６学年
Ｃ（１）ウ

○ ○ ○ 20.6 7.4

○
複数の記事を結び付けながら読み，事
実を基にして自分の考えをもつ

第５・６学年
Ｃ（１）イ、ウ
第３・４学年
Ｂ（１）ウ

○ ○ ○ ○ ○ 10.5 11.9

○
新聞記事の全体を概観し，編集者の意
図をとらえる

第５・６学年
Ｃ（１）ウ

○ ○ ○ 84.8 5.1

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率

は、高知県正答率８０％以上

は、高知県正答率４０％未満

「太字」

「白抜き」

3

6

7

図書委員会で提案したいと考えている内容
として適切なものを選ぶ

四
記者が読者に伝えたかった内容として適切
なものを選ぶ

文と文の接続関係が整うように適切な言葉
を選ぶ

【レポートの下書き】の組み立てを説明し
たものとして適切なものを選ぶ

苦手の反対の意味を表す言葉として適切な
ものを選ぶ

苦手の反対の意味を表す言葉を漢字で正し
く書く

走るきょりをのばしたり，タイムをちぢめ
たりするコツを１０字以内で書く

学習指導要領の領域等 評価の観点

小
　
　
問

二

三

問題の内容

文の中における主語の述語に当たるものを
選ぶ

ローマ字で書く（石けん）

ローマ字を読む（                 ）

司会の進め方のよいところを説明したもの
として適切なものを選ぶ

「白抜き」

解答形式 高知県

1

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

出題のねらい

学
習
指
導
要
領
と
の
関
連

問題番号

【レポートの下書き】から，発こうの時に
必要なことを整理して書く

【レポートの下書き】から，発こうの時に
必要なことを整理して書く

1

2

【『こども高知新聞の記事』の一部】と
【取材メモの一部】に書かれている二つの
内容を結びつけながら読み，車夫妻が「鉄
人」と言われる理由を書く

二

三

二

三

n
n

7
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（２）小学校算数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

○２（１）の正答率は８８.８％で、偶数・奇数について理解することについては、相当

数の児童ができている。 
●３（２）の正答率は４１.３％で、小数の計算における除数と商の大きさの関係を理解

することに課題がある。Ｈ２０の全国学力・学習状況調査（同一問題）の正答率は、 
３９.１％で、適切な事後指導を行っていくことが重要である。 
●４（２）の正答率は５３.４％で、過去の全国学力・学習状況調査と同様に、基準量を

求めるために除法が用いられていることを理解することに課題がある。 

○５の正答率は８２.０％で、図や式をもとにして、台形の面積の求め方を説明することに

ついては、相当数の児童ができている。 
●６の正答率は５０.５％で、立方体の容積の求め方と１０００㎤＝１Ｌであることを理解

することに課題がある。 
●９（２）の正答率は２０.７％で、言葉と式を用いて、お買い得の根拠を説明することに

課題がある。 

○７（１）の正答率は８３.６％で、四角形の四つの角の大きさの和が３６０°であるこ

とを理解することは、相当数の児童ができている。 
○７（２）の正答率は９１.２％で、二つの合同な四角形について、対応する辺を判断す

ることは、相当数の児童ができている。 

●１（４）の正答率は７１.７％で、Ｈ２０・Ｈ２２の全国学力・学習状況調査の結果と

同様に、加法と乗法の混合した整数の計算をすることに課題がある。 
●８（２）の正答率は６９.１％で、伴って変わる二つの数量の関係を□や○を用いて、

式に表すことに課題がある。 

数と計算 

量と測定 

図形 

数量関係 

今回の調査から見える ○成果  ●課題
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小学校算数
【分類・区分別の状況】

児童数 平均正答数

6,219 15.4/21 73.2
０問 0.0

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.1
２問 0.2
３問 0.2
４問 0.4
５問 0.6
６問 0.8
７問 1.5
８問 1.8
９問 2.6
10問 3.3
11問 4.6
12問 5.7
13問 6.5
14問 8.0
15問 9.2
16問 8.8
17問 10.9
18問 11.6
19問 10.5
20問 8.4
21問 4.2

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

74.8 61.0 
87.4 73.3 

0

20

40

60

80

100

数と計算 量と測定 図形 数量関係

(%) ２４高知

51.3 
77.4 67.0 

0

20

40

60

80

100

考え方 技能 知識・理解

(%) ２４高知

74.0 78.0 

20.7 
0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問

（％）

○算数の平均正答率は７３．２％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・単位量当たりの大きさを比較し、どちらがお買い得かを説明

すること ［９（２） 正答率２０．７％、無解答率１．８％］

※学習シート等との関連

小学５年算数シート №16（単位量あたりの大きさ）

平均正答率（％）



【設問別正答率】

大
　
　
問

小
　
　
問

数
と
計
算

量
と
測
定

図
　
　
形

数
量
関
係

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に

つ
い
て
の
技
能

数

量

や

図

形

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

正
答
率

無
解
答
率

(１) ○ ７.８－０.５３ を計算する 小数の減法の計算をすることができる
第４学年

Ａ（５）イ
○ ○ ○ 77.1 0.3

(２) ○ ３.７×９.８ を計算する 小数の乗法の計算をすることができる
第５学年

Ａ（３）イ
○ ○ ○ 77.8 0.2

(３) ○ １６÷０.４ を計算する 整数と小数の除法の計算をすることができる
第５学年

Ａ（３）イ
○ ○ ○ 74.6 0.5

(４) ○ ６＋１４×５ を計算する
加法と乗法の混合した整数の計算をすることが
できる

第４学年
Ｄ（２）ア

○ ○ ○ 71.7 0.3

(５) ○     ＋　　を計算する 異分母の分数の加法の計算をすることができる
第５学年

Ａ（４）オ
○ ○ ○ 94.4 0.4

(６) ○     －      を計算する 異分母の分数の減法の計算をすることができる
第５学年

Ａ（４）オ
○ ○ ○ 88.9 0.7

(７) ○ 　 ＋０.６ を計算する 分数と小数の加法の計算をすることができる
第５学年

Ａ（４）アオ
○ ○ ○ 80.4 1.4

(1) ○
１００，０，４５，１，６４，２ の中か
ら，偶数をすべて書き出したものを選ぶ

偶数・奇数について理解している
第５学年

Ａ（１）ア
○ ○ ○ 88.8 0.1

(2) ○ １２と１８と９ の最大公約数を選ぶ 最大公約数を求めることができる
第５学年

Ａ（１）イ
○ ○ ○ 68.9 0.2

(１) ○ 　 と同じ大きさの数を選ぶ 分数と小数の関係を理解している
第５学年

Ａ（４）ア
○ ○ ○ 73.5 0.4

(２) ○

小数のかけ算やわり算の式で，計算の答え
がかけられる数，わられる数より大きいも
のを選ぶ

小数の計算における乗数と積の大きさ，除数と
商の大きさの関係について理解している

第５学年
Ａ（３）アイ

○ ○ ○ 41.3 2.2

(１) ○

ホース６.５mの重さが２.６㎏のとき，ホー
ス１mの重さとの関係を正しく表している
図を選ぶ

示された場面の数量関係を理解している
第５学年

Ａ（３）ア
○ ○ ○ 78.9 0.6

(２) ○ ホース１mの重さを求める式と答えを書く
基準量を求めるために除法が用いられているこ
とを理解している

第５学年
Ａ（３）ア

○ ○ ○ 53.4 2.1

5 ○

図と式にもとに，りょうたさんが考えた台
形の面積の求め方を説明しているものを選
ぶ

図や式をもとにして，台形の面積の求め方を説
明することができる

第５学年
Ｂ（１）ア

○ ○ ○ 82.0 0.4

6 ○
入れ物の容積を求め，１０００㎤は何Lか
を選ぶ

立方体の容積の求め方と１０００㎤＝１Lである
ことを理解している

第５学年
Ｂ（２）ア

○ ○ ○ 50.5 0.2

(１) ○
三つの角が４０°，９０°，１２０°であ
る四角形の，残りの角の大きさを書く

四角形の四つの角の大きさの和が３６０°であ
ることを理解している

第５学年
Ｃ（１）ウ

○ ○ ○ 83.6 0.6

(２) ○
二つの合同な四角形について，対応する辺
を選ぶ

二つの合同な四角形について，対応する辺を判
断することができる

第５学年
Ｃ（１）イ

○ ○ ○ 91.2 0.2

(１) ○

正三角形の１辺の長さを２倍，３倍，･･･に
すると，周りの長さはどのように変わるか
を選ぶ

表を用いて，二つの数量関係が，比例の関係に
あることを理解している

第４学年
Ｄ（１）
第５学年

Ｄ（１）ア

○ ○ ○ 79.3 0.4

(２) ○

正三角形の１辺の長さを□㎝，周りの長さ
を○㎝として，□と○の関係を式に表した
ものを選ぶ

伴って変わる二つの数量の関係を□や○を用い
て，式に表すことができる

第４学年
Ｄ（２）ウ

○ ○ ○ 69.1 0.8

(１) ○
ゆずジュースと小夏ジュースの本数とねだ
んの関係を表している表を選ぶ

異種の二つの数量の関係を整理することができ
る

第３学年
Ｄ（３）

○ ○ ○ 90.9 0.8

(2) ○
ゆずジュースと小夏ジュースのどちらがお
買い得かを言葉と式で説明する

単位量当たりの大きさを比較し，どちらがお買
い得かを説明することができる

第５学年
Ｂ（４）ア

○ ○ ○ ○ 20.7 1.8

は、高知県正答率４０％未満「白抜き」

は、高知県正答率８０％以上

評価の観点 解答形式 高知県

3

学習指導要領の領域等学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

内
容
・
領
域

7

9

4

8

問題の内容 出題のねらい

「太字」

1

2

問題番号
主

と

し

て
「

知

識
」

に

関

す

る

問

題

主

と

し

て
「

活

用
」

に

関

す

る

問

題

n

10
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56.8 62.5 49.7 
70.4 

0

20

40

60

80

100(%) ２４高知

中学校国語
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数

4,997 12.9/20 64.3
０問 0.2

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.4
２問 0.4
３問 0.8
４問 1.1
５問 1.8
６問 2.2
７問 2.9
８問 3.3
９問 4.2
10問 5.7
11問 7.7
12問 8.8
13問 9.9
14問 11.4
15問 12.1
16問 11.5
17問 9.0
18問 5.2
19問 1.2
20問 0.0

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

56.8 62.5 49.7 
70.4 

0

20

40

60

80

100

話すこと・

聞くこと

書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と

国語の特質に関する

事項

(%) ２４高知

73.3 66.0 
9.0 

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問

（％）

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語についての

知識・理解・技能

○国語の平均正答率は６４．３％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・複数の情報を関連付けて、分かりやすく説明すること

［１０三 正答率１７．４％、無解答率１５．８％］

※学習シート等との関連・参考
国語学習シート №12・26・42・60・62・63
国語指導改善資料集 P.104・105

平均正答率（％）



【設問別正答率】

大
　
　
問

小
　
　
問

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解
・
技
能

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

正
答
率

無
解
答
率

1 ○
漢字を書く（キチョウな意見をいただ
く）

文脈に即して漢字を正しく書く
第２学年
伝(1)ウ(ｲ) ○ ○ ○ 68.0 17.3

2 ○ 漢字を書く（むだをハブく） 文脈に即して漢字を正しく書く
第２学年
伝(1)ウ(ｲ) ○ ○ ○ 47.6 33.7

1 ○ 漢字を読む（復興を急ぐ） 文脈に即して漢字を正しく読む
第２学年
伝(1)ウ(ｱ) ○ ○ ○ 85.4 1.9

2 ○ 漢字を読む（奮ってご参加ください） 文脈に即して漢字を正しく読む
第２学年
伝(1)ウ(ｱ) ○ ○ ○ 53.0 15.6

ア ○
適切な語句を選ぶ（このカーテンの色
は，部屋の雰囲気とよく調和している）

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う
第１学年
伝(1)イ(ｲ) ○ ○ ○ 81.6 0.3

イ ○
適切な語句を選ぶ（わたしが健康になっ
たのは，ひとえに家族のおかげです）

語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う
第１学年
伝(1)イ(ｲ) ○ ○ ○ 71.4 0.6

4 ○ 文を推敲する（主語・述語の対応） 文の成分の照応に注意して書く
第２学年
伝(1)イ(ｳ) ○ ○ ○ 81.8 2.9

ア ○
漢和辞典で調べた意味の中から，ふさわ
しいものを選ぶ（街頭）

辞書を活用して，漢字が表している意味を正
しくとらえる

第１学年
伝(1)イ(ｲ) ○ ○ ○ 75.0 0.7

イ ○
漢和辞典で調べた意味の中から，ふさわ
しいものを選ぶ（年頭）

辞書を活用して，漢字が表している意味を正
しくとらえる

第１学年
伝(1)イ(ｲ) ○ ○ ○ 50.8 0.6

6 ○
行書で書かれた漢字を楷書で書いたとき
の総画数を選ぶ（録）

漢字の楷書と行書との違いを理解して書く
第１学年
伝(2)イ ○ ○ ○ 77.3 0.3

一 ○
インタビューをする際の心がけとして適
切なものを選ぶ

相手の反応を踏まえて，効果的なインタ
ビューをする

第１学年
Ａ(1)イ ○ ○ ○ 69.5 1.2

二 ○
インタビューの展開に即して，【聞きた
いことのメモ】をもとに質問を書く

インタビューの展開を考えて，適切な質問を
する

第１学年
Ａ(1)エ ○ ○ ○ 44.1 13.4

一 ○
手紙の結語「敬具」に対応する頭語を選
ぶ

手紙の形式を理解して書く
第２学年
Ｂ(1)イ ○ ○ ○ 74.1 0.9

第２学年
Ｂ(1)エ

第２学年
伝（１）イ(ｱ)

三 ○

友達と手紙の下書きを読み合い，アドバ
イスをし合ったことをもとに一文を付け
加える箇所として，適切なものを選ぶ

書いた文章を互いに読み合い，助言し合った
ことを自分の表現に役立てる

第２学年
Ｂ(1)オ ○ ○ ○ 76.4 2.6

一 ○
本文中で筆者が述べていることの理由に
ついて，条件に基づき説明する

文章の内容を正確にとらえる
第１学年
Ｃ(1)イ ○ ○ ○ 0.6 18.5

二 ○
本文の内容や展開の説明として，適切な
ものを選ぶ

文章の内容や展開の仕方をとらえる
第２学年
Ｃ(1)ウ ○ ○ ○ 74.5 2.0

一 ○

紹介カードについての会話文とカードの
内容から，それぞれのカードを書いた人
を特定し、選ぶ

表現の仕方の特徴をとらえる
第２学年
Ｃ(1)ウ ○ ○ ○ 75.5 1.4

二 ○
中学生が作成した紹介カードに共通して
書かれている情報を二つ選ぶ

紹介カードを比較して，共通して書かれてい
る情報を読み取る

第１学年
Ｃ(1)カ ○ ○ ○ 80.5 1.5

第１学年
Ｂ(1)ウ

第１学年
Ｃ(1)オ

は、高知県正答率４０％未満

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率

「太字」 は、高知県正答率８０％以上

「白抜き」

高知県

三

○

3

5

○
資料に表れているものの見方や考え方をとら
え，伝えたい事柄や考えを明確にして書く

17.4 15.8

8 82.0

○

出題のねらい

評価の観点

書いた手紙を読み直し，文脈に応じて適
切な敬語を用いて書き直す

書いた文章を読み返し，読み手にとって読み
やすく分かりやすい文章にする

中学生の紹介カードと，高橋さんが紹介
してくれたカードを比較し，違いを説明
する

問題の内容

○

解答形式

○ ○

「白抜き」

学習指導要領の領域等学
習
指
導
要
領
と
の
関
連

7

二

9

1

2

問題番号
主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

○ ○

10

3.2

○ ○

○ ○

13
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（４）中学校社会 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

世界の様々な地域 

日本の様々な地域 

中世の日本・近世の日本 

●１（４）は、時差の基本的な仕組みを活用し、日本と世界各地との位置関係から地 
図上の国の時刻を読み取る問題であり、正答率は５７.４％である。時差の学習の際に、

資料を活用するなど指導の工夫が必要である。                   

●３（２）は、日本の領域について理解し、経済水域について考える問題であり、正 

答率は３６.９％である。日本の南端沖ノ鳥島の存在意義を考えさせる指導が必要であ

る。   

●４（２）Ａ・Ｂは、様々な資料を分類・考察し、視点をもってまとめ、表現する問

題である。正答率は、Ａ４.４％、Ｂ７.２％であり、資料活用の技能、社会的な思考・

判断・表現に課題が見られる。課題解決のために、資料を収集・分析・整理するなどの

活用場面を多く設定する必要がある。                       

●５（３）②は、室町時代の文化の中で、現在に受け継がれてきた文化を資料から取り 
出す問題である。正答率は６６.１％で、資料を活用した指導が必要である。      

●７（２）は、中世・近世の歴史的事象を理解し、時代の流れに沿って適切に並べかえ

る問題であり、正答率は２４.３％で、時代の流れをとらえることに課題が見られる。学

習内容の構造化と焦点化により、各時代の特色をとらえさせる指導が必要である。  

●７（３）は、中世から近世の４つの文化の特徴をとらえ、与えられた資料を表中に関

連付けてまとめる問題であり、正答率は、Ｘ４２.５％、Ｙ１８.８％である。 

○１（３）は、２種類の地図を関連付けて地図上の大陸を選択する問題であり、正答率は 

７８.９％である。相当数の生徒が大陸と海洋の位置関係を地図上で正しくとらえることが

できている。 

●１（７）は、世界の主な宗教の分布を読み取る問題であり、正答率は５３.８％で、宗教

分布の読み取りに課題が見られる。                          

●２（１）は、アジア州の地域的特色について理解する問題であり、正答率は６２.７％で、

州を大観させる指導が必要である。                          

●２（２）は、世界各地の人々の生活と環境問題について理解する問題であり、正答率は 

４１.９％で、世界の人々の生活や環境の多様性についての指導が必要である。      

今回の調査から見える ○成果  ●課題
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中学校社会
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数

4,995 13.5/28 48.1
０問 0.5

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.5
２問 0.7
３問 1.2
４問 1.7
５問 2.4
６問 3.5
７問 4.0
８問 4.8
９問 5.7
10問 5.9
11問 6.4
12問 6.2
13問 5.9
14問 6.7
15問 6.7
16問 6.5
17問 6.0
18問 5.7
19問 4.4
20問 4.1
21問 3.5
22問 2.8
23問 2.1
24問 1.3
25問 0.6
26問 0.3
27問 0.0
28問 0.0

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

○社会の平均正答率は４８．１％で、例えば、次のような課題

が見られた。

・日本の農業を活性化する工夫についての様々な資料を、

分類・考察し、分類した２つの視点を自分の言葉で表現すること

［４（２）Ａ 正答率４．４％、無解答率２３．２％

Ｂ 正答率７．２％、無解答率２４．４％］66.7 
42.4 39.8 
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近世の日本

(%) ２４高知

19.4 45.3 51.8 

0

20
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100

思考・判断・表現 技能 知識・理解

(%) ２４高知

55.8 43.7 16.2 

0

20
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100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知
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０問 １問 ２問 ３問 ４問５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 22問 23問 24問 25問 26問 27問 28問

（％）

平均正答率（％）



【設問別正答率】

大
　
　
問

小
　
　
問

世
界
の
様
々
な
地
域

日
本
の
様
々
な
地
域

中
世
の
日
本
・
近
世
の
日
本

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

正
答
率

無
解
答
率

(1) ○ 地図を見て，海洋の名称（太平洋）を選ぶ 地図に示された海洋の名称を理解している
地理的分野
（１）ア ○ ○ ○ 90.5 0.6

(2) ○ 地図を見て，大陸の名称（南アメリカ大陸）を書く 地図に示された大陸の名称を理解している
地理的分野
（１）ア ○ ○ ○ 64.9 7.6

(3) ○ 二つの地図を見て，アフリカ大陸を選ぶ
ミラー図法と正距方位図法とを関連付けて，当該大陸の
位置を読み取ることができる

地理的分野
（１）ア ○ ○ ○ 78.9 2.5

(4) ○ 地図を見て，時差を利用しイギリスの時刻を選ぶ
時差の基本的な仕組みを活用し，日本と世界各地との位
置関係から地図上の国の時刻を読み取ることができる

地理的分野
（２）ア ○ ○ ○ 57.4 1.6

(5) ○ 正距方位図法を見て，距離と方位について正しく読み取る 正距方位図法の特色を適切に読み取ることができる
地理的分野
（１）ア ○ ○ ○ 69.3 1.4

(6) ○
地図と【気候】について調べたことをまとめたカードを関
連付けて，その都市の雨温図として正しいものを選ぶ

気候の特色を示した文章と地図とを関連付けて，当該都
市における雨温図のグラフを選ぶことができる

地理的分野
（１）イ ○ ○ ○ 71.8 1.6

(7) ○
地図と【宗教】について調べたことをまとめたカードを関
連付けて，その地域で多く信仰されている宗教（イスラム
教）を選ぶ

世界の主な宗教の分布について理解している
地理的分野
（１）イ ○ ○ ○ 53.8 1.3

(１) ○ アジア州の特色について正しく述べたものを選ぶ アジア州の地域的特色について理解している
地理的分野
（１）ウ ○ ○ ○ 62.7 1.2

(２) ○
南アメリカ州における環境問題について正しく述べたもの
を選ぶ

世界各地の人々の生活と環境問題について理解している
地理的分野
（１）ウ ○ ○ ○ 41.9 1.2

(１) ○ 略地図中に示された，海域の名称（経済水域）を書く 日本の領域について理解している
地理的分野
（２）ア ○ ○ ○ 42.6 14.9

(２) ○
経済水域の意味を理解し，日本の政府が沖ノ鳥島を保護し
た理由を説明する

日本の領域について理解し，経済水域について考えるこ
とができる

地理的分野
（２）ア ○ ○ ○ 36.9 20.5

(１) ○
〔日本とアメリカの農業の比較〕の表を読み取り，正しく
述べたものを選ぶ

日本とアメリカの農業の特色について，適切に読み取る
ことができる

地理的分野
（２）イ(ゥ) ○ ○ ○ 73.2 2.1

(２)A ○
日本の農業を活性化させるための工夫について，様々な資
料を分類・考察したことを２つの視点にまとめて書く（販
売の工夫）（生産の工夫）（経営の工夫）

日本の農業の活性化について，様々な資料を分類・考察
し，視点をもってまとめ，表現できる

地理的分野
（２）イ(ゥ) ○ ○ ○ ○ 4.4 23.2

(２)B ○
日本の農業を活性化させるための工夫について，様々な資
料を分類・考察したことを２つの視点にまとめて書く（販
売の工夫）（生産の工夫）（経営の工夫）

日本の農業の活性化について，様々な資料を分類・考察
し，視点をもってまとめ，表現できる

地理的分野
（２）イ(ゥ) ○ ○ ○ ○ 7.2 24.4

(1) ○
修学旅行の行程を示した文章と地図とを関連付けて正しい
ルートを選ぶ

行程と地図とを関連付けて，当該ルートを選ぶことがで
きる

地理的分野
（２）イ(ェ) ○ ○ ○ 75.4 1.8

(2) ○ 豊臣秀吉の政策として当てはまらないものを適切に選ぶ 豊臣秀吉による国内統一事業について理解している
歴史的分野
（３） ○ ○ ○ 47.9 1.8

(3)① ○
慈照寺東求堂同仁斉の資料を見て，取り入れられている建
築様式の名称（書院造）を書く

室町時代の文化について理解している
歴史的分野
（３） ○ ○ ○ 43.8 23.9

(3)② ○
慈照寺東求堂同仁斉の資料を見て，現代の和風建築に受け
つがれているものを書く

室町時代の文化で現在に結び付くものが見られるものを
資料から取り出すことができる

歴史的分野
（３） ○ ○ ○ 66.1 18.6

(１) ○ 元寇後の幕府の政治について正しいものを選ぶ 元寇後の国内の様子について理解している
歴史的分野
（３） ○ ○ ○ 50.3 1.9

(２) ○ 鎌倉時代の産業について正しく述べているものを選ぶ 鎌倉時代の産業の発達について理解している
歴史的分野
（３） ○ ○ ○ 31.7 2.3

(３) ○
政治について述べた文を略年表中の２つの区間に，適切に
分類する

中世・近世の歴史的事象を理解し，適切に分類すること
ができる

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 54.3 3.0

(４) ○
中世から近世までのそれぞれの時期に日本が行った外国と
の交流について正しくないものを選ぶ

武士の政権の広まりと東アジア世界の関わりを読み取る
ことができる

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 29.1 3.2

(１)(a) ○ 茶道を大成した人物（千利休）を書く
中世から近世の４つの文化における生活文化について理
解している

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 54.3 30.1

(１)(b) ○ 親鸞の始めた宗派（浄土真宗）を書く
中世から近世の４つの文化における生活文化について理
解している

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 26.8 38.6

(１)(c) ○ 俳諧を芸術性の高い作風とした人物（松尾芭蕉）を書く
中世から近世の４つの文化における生活文化について理
解している

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 27.2 44.1

(２) ○
中世から近世の４つの文化の特徴をとらえ，文化の移り変
わりを時代の古い順に並べかえる

社会の動きに関連付けて，文化の移り変わりについて理
解している

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 24.3 5.2

(３)X ○
表から文化の特徴をとらえ，金剛力士像があてはまる表中
の位置を選ぶ

中世から近世の４つの文化の特徴をとらえ，与えられた
資料を表中に関連付けて，まとめることができる

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 42.5 5.1

(３)Y ○
表から文化の特徴をとらえ，唐獅子図屏風があてはまる表
中の位置を選ぶ

中世から近世の４つの文化の特徴をとらえ，与えられた
資料を表中に関連付けて，まとめることができる

歴史的分野
（４） ○ ○ ○ 18.8 5.1

は、高知県正答率４０％未満

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率

6

7

評価の観点

3

4

5

「白抜き」

「太字」 は、高知県正答率８０％以上

「白抜き」

解答形式 高知県
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2
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（５）中学校数学 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

資料の活用 

図形 

関数 

○１（１）の正答率は７５.８％で、分配法則を用いた整式の加法の計算については、

Ｈ２４の全国学力・学習状況調査の整式の減法の計算と同様の結果である。 
●１（３）の正答率は３０.７％、無解答率は３０.２％で、等式の性質を用いて、目的に

応じて変形することに依然として課題がある。単元チェック等の評価問題実施後にも、適

切な指導を行っていくことが重要である。 
●２（１）の正答率は４９.８％で、過去の全国学力・学習状況調査の結果と同様に、二元

一次方程式の解の意味を理解することに課題がある。 

○４（２）の正答率は８８.８％で、平行線と角の関係を使って、角の大きさを求めるこ

とは、相当数の生徒ができている。 
●４（５）の正答率は２８.８％で、過去の全国学力・学習状況調査の結果と同様に、実測

や操作など帰納的な方法による説明と演繹的な推論による証明の違いに着目して、証

明の意義を理解することに課題がある。 

●３（２）の正答率は６１.７％で、一次関数のグラフの傾きや切片の意味とグラフの

特徴を理解することは、過去の全国学力・学習状況調査の結果と比較すると改善傾向にあ

るものの依然として課題がある。 
●３（１）の正答率は３４.３％で、（３）の正答率は２４.０％で、過去の国学力・学習状

況調査の結果と同様に、一次関数の意味を理解することや一次関数の表から式を求めるこ

とに課題がある。 
●３（５）①の正答率は４.１％、②の正答率は１６.３％で、与えられた事象における２

つの数量の関係を式に表したり、変化や対応の様子をとらえたりすることに課題がある。

●６（１）の正答率は７５.６％、（３）の正答率は３４.３％で、何組かの鳴子にペイント

するときの料金が安い店をグラフ等から判断することはできているものの、問題解決の方

法を数学的に説明することに課題がある。 
※関数の領域における問題の無解答率が高い。 

●５（１）の正答率は１１.０％で、Ｈ２４の全国学力・学習状況調査の結果と同様に、最

頻値などの代表値の意味を理解することに課題がある。 
○５（２）の正答率は７７.３％で、目的に応じてヒストグラムから資料の傾向を読み取

ることはできている。 

数と式 

今回の調査から見える ○成果  ●課題



中学校数学
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数

4,981 11.1/23 48.1
０問 1.1

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 1.2
２問 2.2
３問 2.9
４問 3.7
５問 4.2
６問 5.0
７問 5.4
８問 5.3
９問 6.6
10問 7.0
11問 7.2
12問 7.0
13問 7.6
14問 7.2
15問 6.2
16問 5.1
17問 4.9
18問 4.1
19問 2.7
20問 2.0
21問 1.0
22問 0.5
23問 0.1

問題形式

高知県（公立）
正答数

（割合（％））

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

55.6 59.0 
37.1 44.2 

0

20

40

60

80

100

数と式 図形 関数 資料の活用

(%) ２４高知
○数学の平均正答率は４８．１％で、例えば、次のような課題が

見られた。

・具体的な事象における一次関数の関係を式で表すこと

［３（５）① 正答率４．１％、無解答率４３．４％］

・与えられた事象における２つの数量の関係を表すグラフを指摘

すること ［３（５）② 正答率１６．３％、無解答率１０．７％］
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※学習シート等との関連

中学２年数学シート №16（１次関数の利用）

平均正答率（％）
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【設問別正答率】

大
　
　
問

小
　
　
問

数
 
と
 
式

図
　
 
　
形

関
　
 
　
数

資
料
の
活
用

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に

つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

正
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(1) ○ 　　　　　　　　を計算する 整式の加法と減法の計算をすることができる
第２学年
Ａ（１）ア

○ ○ ○ 75.8 6.3

(2) ○
求める

文字に数を代入して，式の値を求めることがで
きる

第２学年
Ａ（１）ア

○ ○ ○ 66.6 9.4

(3) ○ 　　　　を　　について解く 等式を目的に応じて変形することができる
第２学年
Ａ（１）ウ

○ ○ ○ 30.7 30.2

(4) ○

連続する３つの奇数のうち，最も小さい自
然数を　とするとき，残りの２つの奇数を
それぞれ　を用いて表した式を選ぶ

数量の関係や法則などを文字式で表現すること
ができる

第２学年
Ａ（１）イ

○ ○ ○ 40.9 3.5

(1) ○ 　　　　の解の個数を選ぶ 二元一次方程式の解の意味を理解している
第２学年
Ａ（２）ア

○○○ 49.8 2.5

(2) ○ 連立方程式　　　　　　を解く 簡単な連立二元一次方程式を解くことができる
第２学年
Ａ（２）ウ

○ ○ ○ 67.7 10.9

(3) ○
連立方程式をつくるために着目する数量を
選び，式で表す

連立二元一次方程式をつくるために着目する数
量を選び，式で表すことができる（完答）

第２学年
Ａ（２）ウ

○○○ 58.1 4.8

(1) ○ 一次関数を表した事象を選ぶ
２つの数量の関係が一次関数になることを理解
している

第２学年
Ｃ（１）ア

○ ○ ○ 34.3 2.4

(2) ○
傾きと切片の値から，それを表すグラフを
選ぶ

一次関数のグラフの傾きや切片の意味とグラフ
の特徴を理解している

第２学年
Ｃ（１）イ

○ ○ ○ 61.7 2.0

(3) ○ 一次関数の表から式を求める 一次関数の表から式を求めることができる
第２学年
Ｃ（１）イ

○ ○ ○ 24.0 25.8

(4) ○
比例のグラフと一次関数のグラフの関係を
もとに，一次関数の式を求める

比例のグラフと一次関数のグラフの関係をもと
に，一次関数の式を求めることができる

第２学年
Ｃ（１）イ

○ ○ ○ 35.3 33.4

(5)
①

○
２つの長方形が重なってできる長方形の周
りの長さを式で表す

与えられた事象における一次関数の関係を式で
表すことができる

第２学年
Ｃ（１）ア

○ ○ ○ 4.1 43.4

(5)
②

○

２つの長方形が重なってできる長方形の横
の長さと周りの長さの関係を表すグラフを
選ぶ

与えられた事象における２つの数量の関係を表
すグラフを指摘できる

第２学年
Ｃ（１）ア

○ ○ ○ 16.3 10.7

(1) ○

四角形の１つの頂点を動かし，角の大きさ
を９０°に変えたときの内角の和の変化と
して正しいものを選ぶ

多角形の内角の和の性質を理解している
第２学年
Ｂ（１）イ

○ ○ ○ 71.7 2.2

(2) ○
平行線の同位角の大きさが等しいことを利
用して，角の大きさを求める

平行線と角の関係を使って，角の大きさを求め
ることができる

第２学年
Ｂ（１）ア

○ ○ ○ 88.8 2.8

(3) ○
証明で用いられている三角形の合同条件を
書く

証明を読み，用いられた三角形の合同条件を理
解している

第２学年
Ｂ（２）ウ

○ ○ ○ 53.7 10.4

(4) ○
合同な２つの三角形の対応する角の大きさ
を求める

合同な図形の対応する角の大きさを求めること
ができる

第２学年
Ｂ（２）ウ

○ ○ ○ 52.0 3.7

(5) ○
対頂角は等しいことの証明について正しい
記述を選ぶ

証明の意義について理解している
第２学年
Ｂ（２）イ

○ ○ ○ 28.8 3.7

(1) ○
通学時間と人数の関係を度数分布表にまと
め，通学時間の最頻値を求める

最頻値の意味を理解している
第１学年
Ｄ（１）ア

○ ○ ○ 11.0 24.2

(2) ○

ある中学校の２年生４０人の数学のテスト
の分布を表したヒストグラムについて，正
しいものを選ぶ

目的に応じてヒストグラムから資料の傾向を読
み取ることができる

第１学年
Ｄ（１）イ

○ ○ ○ 77.3 2.6

(1) ○
鳴子１０組のペイント料金が最も安い店を
求める

表やグラフから必要な情報を読み取り，事象を
数学的に解釈することができる

第２学年
Ｃ（１）エ

○ ○ ○ 75.6 5.0

(2) ○
グラフから，２店の鳴子のペイント料金が
同じになる座標を選ぶ

表やグラフから必要な情報を読み取り，事象を
数学的に解釈することができる

第２学年
Ｃ（１）エ

○ ○ ○ 48.6 3.3

(3) ○
鳴子５５組のペイント料金が最も安い店を
グラフから判断する方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学
的に説明することができる

第２学年
Ｃ（１）エ

○ ○ ○ 34.3 29.9
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（６）中学校理科 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地学的領域 

化学的領域 

生物的領域 

●４（２）の正答率は２４.４％で、Ｈ２４の全国学力・学習状況調査の結果と同様に、

電圧が２．０Ｖのときの電流計の図から電流の大きさを読みとることに課題がある。

●４（３）の正答率は３.５％で、Ｈ２４の全国学力・学習状況調査の結果と同様に、抵

抗の直列つなぎ、並列つなぎに関する知識を活用して、他者の実験方法を検討し改善して、

正しい実験方法を説明することに課題がある。 
●４（４）①の正答率は３４.１％、②の正答率は１０.３％で、電圧と電流の関係を表す

グラフから、電気抵抗の大きさを求めることや直列・並列回路の電圧・電流の関係を利用

して電流の大きさを求めることに課題がある。 

○２（５）①の正答率は８３.０％で、酸化銅と炭素の酸化と還元において、炭素が酸化

銅からうばう物質が酸素であることを理解することは、相当数の生徒ができている。 
●２（３）操作の正答率は２４.３％、理由の正答率は３５.８％で、酸化と還元の実験に

おいて安全に実験を終えるための操作を必要な語句を用いて適切に述べたり、その理

由を的確に記述したりすることに課題がある。 

○３（１）の正答率は７７.９％で、レポートを基に観察した内容を整理し、項目を立て

て記録することはできている。 
○３（５）の正答率は７５.９％で、多細胞生物の名称を理解することについてはできて

いる。 

○１（２）の正答率は８８.１％で、震度は震源からの距離によって異なることは、相当

数の生徒ができている。 
○１（３）の正答率は８１.２％で、地震計の記録から初期微動の始まった時刻を求める

ことは、相当数の生徒ができている。 
●１（５）は、緊急地震速報について、地震計の記録を使い説明する問題である。①の正

答率は３４.５％、②の正答率は２４.０％で、緊急地震速報が発表されてから主要動が到

達するまでの時間を求めることや緊急地震速報にはＰ波とＳ波の速さの違いが利用さ

れていることを導き出すことに課題がある。 
●１（６）の正答率は３５.９％で、地震計の記録から地震が発生した時刻を求めること

に課題がある。 

物理的領域 

今回の調査から見える ○成果  ●課題
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中学校理科
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数

4,986 13.0/27 48.3
０問 0.6

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.6
２問 1.4
３問 1.8
４問 2.9
５問 2.9
６問 3.9
７問 3.9
８問 4.5
９問 4.5
10問 5.4
11問 6.2
12問 6.7
13問 6.5
14問 6.1
15問 6.9
16問 5.8
17問 6.2
18問 5.4
19問 4.9
20問 3.9
21問 3.1
22問 2.6
23問 1.6
24問 1.0
25問 0.4
26問 0.1
27問 0.0

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

27.7 
45.1 
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○理科の平均正答率は４８．３％で、例えば、次のような課題が

見られた。

・豆電球の直列つなぎ、並列つなぎなどに関する知識を活用し

て、他者の実験方法を検討し改善して、正しい実験方法を説明す

ること ［４（３） 正答率３．５％、無解答率２４．９％］

※学習シート等との関連

中学２年 高知県理科思考力問題集 中２－０１

10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 22問 23問 24問 25問 26問 27問

平均正答率（％）
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(1) ○ 地震が発生した地点の名称を答える 震源について理解している
第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 54.3 8.6

(2) ○
震源からの距離と震度や地震のゆれによる被害の大
きさの関係について適切なものを選ぶ

震度は，震源からの距離によって異なることを理
解している

第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 88.1 0.7

(3) ○ 地震計の記録から初期微動の始まった時刻を選ぶ
地震計の記録から初期微動の始まった時刻を求め
ることができる

第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 81.2 0.6

(4)
①

○
地震計の記録の小さなゆれの続いた時間の名称を答
える

初期微動継続時間について理解している
第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 40.0 15.2

(4)
②

○
地震計の記録から震源からの距離と初期微動継続時
間の関係を答える

初期微動継続時間の長さが震源からの距離に関係
していることを理解している

第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 59.3 13.5

(5)
①

○
地震計の記録を使い，緊急地震速報が発表されてか
ら主要動が伝わるまでの時間を答える

緊急地震速報について，地震計の記録を使って説
明することができる

第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 34.5 9.0

(5)
②

○
緊急地震速報がＰ波とＳ波の速さのちがいを利用し
ていることを答える

緊急地震速報について，地震計の記録を使って説
明することができる

第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 24.0 25.6

(6) ○ 地震計の記録から地震が発生した時刻を求める
地震計の記録から地震が発生した時刻を求めるこ
とができる

第２分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 35.9 1.7

(1) ○
酸化銀を加熱して銀を取り出す化学変化の名称を答
える

物質の分解について理解している
第1分野
(4)ア(ｱ)

○ ○ ○ 31.0 0.8

(2) ○
二酸化炭素をＢＴＢ溶液に通したときの色の変化を
選ぶ

二酸化炭素の性質を理解している
第１分野
(2)ア(ｲ)

○ ○ ○ 35.8 1.5

(3)
操作 ○

酸化銅と炭素の酸化と還元の実験において，加熱を
やめる前に行う操作を答える

酸化と還元の実験において基本的な操作を身に付
けている

第１分野
(4)イ(ｲ)

○ ○ ○ 24.3 21.3

(3)
理由 ○

酸化銅と炭素の酸化と還元の実験において，加熱を
やめる前に行う操作について，その理由を説明する

酸化と還元の実験において基本的な操作を身に付
け，その操作を行う理由を理解している

第１分野
(4)イ(ｲ)

○ ○ ○ 35.8 23.9

(4)
Ｙ

○
酸化銅と炭素の酸化と還元の化学反応式において，
二酸化炭素をモデルを用いて答える

酸化銅と炭素の酸化と還元の化学反応式をモデル
を用いて表すことができる

第１分野
(4)イ(ｲ)

○ ○ ○ 50.5 17.9

(4)
Ｚ

○
酸化銅と炭素の酸化と還元の化学反応式において，
酸化銅を化学式で答える

酸化銅と炭素の酸化と還元の化学反応式を化学式
で表すことができる

第１分野
(4)イ(ｲ)

○ ○ ○ 41.8 15.3

(5)
①

○
酸化銅と炭素の酸化と還元において，炭素が酸化銅
からうばう物質を答える

還元は酸化物から酸素をうばう反応であることを
理解している

第１分野
(4)イ(ｲ)

○ ○ ○ 83.0 2.2

(5)
②

○
酸化銅が，炭素によって酸素をうばわれる化学変化
の名称を答える

還元について理解している
第１分野
(4)イ(ｲ)

○ ○ ○ 58.4 2.1

(1) ○
オオカナダモとヒトのほおの細胞を観察したときの
記録をもとにして，オオカナダモにたくさんあるも
のの項目（葉緑体）を選ぶ

観察した内容を整理し，項目を立てて記録するこ
とができる

第2分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 77.9 1.3

(2) ○ 細胞の核を観察するときに使用する染色液を選ぶ
生物の細胞の核を観察するための染色液について
理解している

第2分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 57.1 1.2

(3) ○ 顕微鏡の倍率を上げて観察するときの操作を選ぶ
顕微鏡の基本的な操作（倍率を上げて観察する）
を身に付けている

第2分野
(1)ア(ｱ)

○ ○ ○ 53.9 1.8

(4) ○ 植物の細胞に見られるしきりの名称を答える 植物に見られる細胞の特徴を理解している
第2分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 54.3 18.1

(5) ○
オオカナダモやヒトのようにたくさんの細胞からで
きている生物の名称を答える

多細胞生物について理解している
第2分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 75.9 12.4

(6) ○ オオカナダモとヒトの細胞に共通するつくりを選ぶ
細胞には共通するつくりとして核があることを理
解している

第2分野

(3)ア(ｱ)
○ ○ ○ 69.2 2.2

(1) ○ 図１で示された回路の回路図を選ぶ 回路用図記号を使って回路図を表すことができる
第1分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 66.1 2.4

(2) ○
電圧が2.0Ｖのときの電流計の図から，電流の大き
さを読みとり答える

電流計の読み方の技能を身に付けている
第1分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 24.4 15.5

(3) ○
１つの回路で，２つの実験と同じ結果を得るための
測定方法を説明する

抵抗の並列つなぎなどに関する知識を活用して，
実験方法を検討し，正しい実験方法を説明するこ
とができる

第1分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 3.5 24.9

(4)
①

○
電圧と電流の関係を表すグラフから，電気抵抗の大
きさを求める

電圧と電流の関係のグラフから電気抵抗を求める
ことができる

第1分野
(3)ア(ｲ)

○ ○ ○ 34.1 16.7

(4)
②

○
電圧と電流の関係を表すグラフから，回路に流れる
電流の大きさを求める

直列・並列回路の電圧・電流の関係を利用して電
流の大きさを求めることができる

第1分野
(3)ア(ｱ)

○ ○ ○ 10.3 20.9

は、高知県正答率４０％未満

は、高知県無解答率１０％以上

解答形式

「太字」

「白抜き」

は、高知県正答率８０％以上

高知県

「白抜き」

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

問題の内容 出題のねらい

1

2

3

4

問題番号
主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

学習指導要領の領域等学
習
指
導
要
領
と
の

関
連

評価の観点

n
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聞くこと 

読むこと 

書くこと 

○１（１）及び（２）の正答率は、それぞれ９８.６％、９５.４％であり、自然な口調で

話されたり読まれたりする英語（モノローグ）を聞いて、キーワードとなる語句を正確に

聞き取ることは相当数の生徒ができている。 

●２（２）及び（３）の正答率は、それぞれ４５.７％、４１.９％であり、質問や依頼な

ど（ダイアローグ）を聞いて、適切に応じることに課題がある。 

●３（１）では、生徒会だよりに掲載するため、カナダから来た留学生にインタビューを

している場面を設定した。正答率は３７.０％であり、まとまりのある英語を聞いて、 

「キーワードとなる数１３」を聞き取ることに課題がある。 

○５の正答率は７３.３％であり、対話文を読んで、流れを把握して、＜Can you help me?＞
を入れる適切な場所を選ぶことはできている。  
○８（１）の正答率は７２.９％であり、まとまりのある英語（メール文）を読んで、概要

を読み取ることはできている。 
●４（１）、（２）及び（３）の正答率は、それぞれ５４.８％、５４.３％、５６.８％であ

り、対話文に入る適切な語句を選ぶ問題に課題がある。 
●７では、さくら開花前線マップと、インターネット掲示板に書かれた４人の留学生の住

んでいる場所の桜の花の様子を関連付けて読み、４人の住んでいる場所を答える問題であ

る。正答率は２７.６％であり、まとまりのある英語を読んで、情報を正確に読み取ること

に課題がある。 

○９（２）及び（３）の正答率は、それぞれ８４.４％、８１.６％であり、語と語のつな

がりなどに注意して、正しい語順に並べかえる問題（第２学年で習う事項）については、

相当数の生徒ができている。 
●８（２）では、アメリカに住む文通相手に、高知のお勧め観光地を紹介するためのメー

ルを返信するという場面を設定した。正答率は２５.４％であり、聞いたり読んだりしたこ

とについて、感想、賛否やその理由を書いたりすることに課題がある。 
●９（１）の正答率は９.８％であり、語と語のつながりに注意して、正しい語順に並べ

かえる問題（疑問詞＋名詞から始まる疑問文）に課題がある。 
●11（１）、（２）及び（３）では、オーストラリアから来たＡＬＴの先生に学校の他の先

生を紹介する場面を設定した。正答率は、それぞれ１２.３％、１０.５％、１１.９％であ

り、条件に基づいて、既習の語彙や表現を使って、英文を書くことに課題がある。 

今回の調査から見える ○成果  ●課題
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中学校外国語（英語）
【分類・区分別の状況】

生徒数 平均正答数

4,984 11.7/24 48.8
０問 0.3

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問 0.1
２問 0.3
３問 0.4
４問 1.2
５問 2.2
６問 4.5
７問 6.3
８問 8.0
９問 8.8
10問 9.7
11問 10.0
12問 9.2
13問 8.1
14問 6.4
15問 5.9
16問 4.5
17問 4.0
18問 3.2
19問 2.5
20問 1.9
21問 1.0
22問 0.7
23問 0.5
24問 0.3

問題形式

正答数
（割合（％））高知県（公立）

学習指導要領の領域・内容

評価の観点

54.5 51.5 38.6 

0

20

40
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80

100

聞くこと 読むこと 書くこと

(%) ２４高知

55.5 15.0 

0

20

40

60

80

100

選択式 短答式 記述式

(%) ２４高知

0

5

10

15

20

25

30

35

40

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 22問 23問 24問

（％）

15.0 50.8 58.5 

0

20

40

60

80

100

外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解

(%) ２４高知

○外国語（英語）の平均正答率は４８．８％で、例えば、次のよ

うな課題が見られた。

・感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることがで

きるよう、書かれた内容や考え方などをとらえること

［８（２） 正答率２５．４％、無解答率２９．９%］

※学習シート等との関連

英語ライティングシート Ⅲテーマ作文編

「観光地を紹介しよう」
短答式の出題

はありません

平均正答率（％）



【設問別正答率】

大
　
　
問

小
　
　
問

聞
く
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

選
　
択
　
式

短
　
答
　
式

記
　
述
　
式

正
答
率

無
解
答
率

(1) ○
語句（play baseball） を聞き取り，適切なも
のを選ぶ

自然な口調で話されたり読まれたりする英
語（モノローグ）を聞いて，情報を正確に
聞き取る

ア聞くこと(ｲ) ○ ○ ○ 98.6 0.3

(2) ○
語句（by the bed） を聞き取り，適切なもの
を選ぶ

自然な口調で話されたり読まれたりする英
語（モノローグ）を聞いて，情報を正確に
聞き取る

ア聞くこと(ｲ) ○ ○ ○ 95.4 0.3

(3) ○
語句（January nineteenth, two days ago）
を聞き取り，適切なものを選ぶ

自然な口調で話されたり読まれたりする英
語（モノローグ）を聞いて，情報を正確に
聞き取る

ア聞くこと(ｲ) ○ ○ ○ 21.0 0.4

(1) ○
対話を聞き，適切に応じているもの（She is in
the computer room.）を選ぶ

質問や依頼など（ダイアローグ）を聞い
て，適切に応じる

ア聞くこと(ｳ) ○ ○ ○ 29.0 1.6

(2) ○
対話を聞き，適切に応じているもの（I was
cleaning my room.）を選ぶ

質問や依頼など（ダイアローグ）を聞い
て，適切に応じる

ア聞くこと(ｳ) ○ ○ ○ 45.7 1.3

(3) ○
対話を聞き，適切に応じているもの（Sure.）
を選ぶ

質問や依頼など（ダイアローグ）を聞い
て，適切に応じる

ア聞くこと(ｳ) ○ ○ ○ 41.9 1.1

(1) ○
対話の中の（December thirteenth） を聞き
取り，適切なものを選ぶ

まとまりのある英語を聞いて，概要や要点
を聞き取る

ア聞くこと(ｵ) ○ ○ ○ 37.0 0.6

(2) ○
対話の要点（授業が終わった後の行動）を聞き
取り，適切なものを選ぶ

まとまりのある英語を聞いて，概要や要点
を聞き取る

ア聞くこと(ｵ) ○ ○ ○ 67.4 0.8

(1) ○ 対話文に入る適切な語句（watching）を選ぶ
「読むこと」に必要な語句や表現，文法な
どの知識を身に付けている

ウ読むこと ○ ○ ○ 54.8 0.6

(2) ○ 対話文に入る適切な語句（they）を選ぶ
「読むこと」に必要な語句や表現，文法な
どの知識を身に付けている

ウ読むこと ○ ○ ○ 54.3 0.6

(3) ○ 対話文に入る適切な語句（because）を選ぶ
「読むこと」に必要な語句や表現，文法な
どの知識を身に付けている

ウ読むこと ○ ○ ○ 56.8 0.8

5 ○
対話の流れを把握し，＜Can you help me?＞
を入れる適切な場所を選ぶ

「読むこと」に必要な語句や表現，文法な
どの知識を身に付けている

ウ読むこと(ｴ) ○ ○ ○ 73.3 2.6

6 ○
お母さんからのメッセージを読み，ケンのとっ
た行動として適切なものを選ぶ

伝言や手紙などの文章から書き手の意向を
理解し，適切に応じる

ウ読むこと(ｳ) ○ ○ ○ 47.3 1.4

7 ○
掲示板の内容から留学生４人の住んでいる場所
として適切なものを選ぶ

まとまりのある英語を読んで，概要を読み
取る

ウ読むこと(ｳ) ○ ○ ○ 27.6 1.9

(１) ○ メール文の内容を読み取り，適切なものを選ぶ
まとまりのある英語を読んで，概要を読み
取る

ウ読むこと(ｳ) ○ ○ ○ 72.9 1.6

(2) ○

メール文を読み，【英語の観光パンフレットの
一部】から，自分がすすめる場所を選び，また
その理由を書く

感想を述べたり賛否やその理由を示したり
などすることができるよう，書かれた内容
や考え方などをとらえる

ウ読むこと(ｵ)

エ書くこと(ｳ)
○ ○ ○ ○ ○ 25.4 29.9

(1) ○
＜What ＋ 名詞＞を使った表現を理解し，正し
い語順に並べたものを選ぶ

語と語のつながりなどに注意して，正しく
文を書く

エ書くこと(ｲ) ○ ○ ○ 9.8 1.2

(2) ○
＜be going to～＞を使った表現を理解し，正
しい語順に並べたものを選ぶ

語と語のつながりなどに注意して，正しく
文を書く

エ書くこと(ｲ) ○ ○ ○ 84.4 1.3

(3) ○
＜There is ～＞を使った表現を理解し，正しい
語順に並べたものを選ぶ

語と語のつながりなどに注意して，正しく
文を書く

エ書くこと(ｲ) ○ ○ ○ 81.6 1.4

(1) ○
文と文のつながりを考えて，意味が通るように
適切な文を選ぶ

文と文のつながりに注意して書く エ書くこと(ｵ) ○ ○ ○ 69.1 2.3

(2) ○
文と文のつながりを考えて，意味が通るように
適切な文を選ぶ

文と文のつながりに注意して書く エ書くこと(ｵ) ○ ○ ○ 42.6 2.4

(1) ○
自分が紹介する先生の教えている教科につい
て，teach, 教科名等を使って書く

条件に基づいてまとまりのある１文を書く エ書くこと(ｲ) ○ ○ ○ 12.3 22.7

(2) ○
自分が紹介する先生の好きなことについて，
like, 不定詞等を使って書く

条件に基づいてまとまりのある１文を書く エ書くこと(ｲ) ○ ○ ○ 10.5 19.7

(3) ○
自分が紹介する先生の得意なことについて，
can等を使って書く

条件に基づいてまとまりのある１文を書く エ書くこと(ｲ) ○ ○ ○ 11.9 29.4

は、高知県正答率４０％未満

11

評価の観点 解答形式 高知県

1

2

問題番号
主
と
し
て

知
識

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て

活
用

に
関
す
る
問
題

いらねの題出容内の題問

学習指導要領の領域等学
習
指
導
要
領
と
の
関
連

は、高知県正答率８０％以上

は、高知県無解答率１０％以上

8

9

10

3

4

「白抜き」

「太字」

「白抜き」
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今回の調査問題と関連のある過去の全国学力・学習状況調査や学習シート等を示しています。事後指

導の評価問題等として活用してください。 
 
 

問題番号 過去の全国学力・学習状況調査との関連 高知県正答率 
国語学習シート№等 

との関連 

１ 一（２） H23Ａ１一（３） 漢字を読む（むだを省くようにする） 84.6％ 
№５９・９０・９２・ 

１００・１０４ 

２ H23Ａ２ 
文の中における複数の主語の述語に

当たるものをそれぞれ選択する 
64.0％ №４３ 

３ １ 

  ２ 

H21Ａ２ 一２ ローマ字で書く（たべもの） 36.7％ 
№６１・１０２ 

H21Ａ２ 一３ ローマ字を読む（happa） 47.3％ 

４ 

H19Ｂ１ 二 司会者の進行の良いところを書く 78.7％ 

№６３ 

H21Ａ７ 司会の進め方の良いところを説明する 67.3％ 

H24Ｂ２ 三 

話合いの目的を再確認し、計画的に話合

いを進めようとする司会の役割を適切

に説明したものを選択する 

49.7％ 

６  一ア 

一イ 
H19Ａ８ 

べっこうあめ作りの感想を、作り方の説

明書にする 
84.5％ №７４・７７・８４ 

６ 二 

H19Ａ２ 二 文脈に適した接続語を選択する（添加） 98.4％ 

№７０・８２・９０・ 

１１０・１１１ 

H20Ａ３ 
文章を読み返して、書き直したほうがよ

い理由と方法を選択する 
35.4％ 

H21Ａ８ 
接続語を使って一文を二文に分けて書

く 
15.2％ 

H23Ａ４ 
文と文、段落と段落との接続関係が整う

ように適切な言葉をそれぞれ選択する 
72.5％ 

６ 三 H22Ａ５ 

意見文の中に書く内容をまとめた４

枚のカードを構成した順番に並べ替

える 
71.7％ 

№６８・７４・７７・ 

８４ 

７ 二 H24Ｂ３ 一イ 
記事の特徴の説明として適切なもの

を取り出して書く 
39.9％ №７０・１０６・１１０

７ 三 

H20Ｂ３ 二 

「図書館だより」のグラフから分かった

ことを基にし、テーマや条件に即して自

分の考えを書く 
29.9％ 

№８５・８８・９０・ 

９４・１０６・１０７ 

国語学習シート活用事

例集 P.９～１２ 

H22Ｂ４ 
三つの時計の中から、条件に合ったもの

を選び、それを選んだ理由を書く 
63.9％ 

H24Ｂ３ 四 

二つの記事に書かれている内容を結び

付けながら読み、理由となる事実を基に

して自分の考えを記述する 
37.0％ 

７ 四 H24Ｂ３ 二 
編集者の意図を説明したものとして適

切なものを選択する 
46.3％  

５ 参考資料 

小学校国語 
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問題番号 過去の全国学力・学習状況調査との関連 高知県正答率 
算数シートと 

単元テストとの関連

１（１） 
H22１（４） ８－０.５を計算する 84.2％ ４年№２１ 

４年№２２ H24１（３） ４.６－０.２１を計算する 71.8％ 
１（２） H19１（３） ９.３×０.８を計算する 85.3％ ５年№５ 

１（３） 
H19１（４） １２÷０.６を計算する  73.9％ 

５年№９ 
H23１（３） １２÷０.６を計算する 78.7％ 

１（４） 
H20１（５） ３＋２×４を計算する 71.9％ 

４年№２８ 
H22１（６） ５０＋１５０×２を計算する 69.1％ 

１（５） H23１（７） 
4
1
＋

5
2
を計算する 82.1％ ５年№２２ 

１（６） H24１（６） 
7
3
－
5
2
を計算する 87.6％ ５年№２２ 

２（１） H21２（４） 整数の中から偶数を選ぶ 63.9％ ５年№１２ 
２（２）    ５年№１４ 

３（１） H20２（２） 
10
7

と等しい数を選ぶ 81.5％ ５年№１８ 

３（２） H20３ 
小数の乗法及び除法の式で、計算の答えが被乗数、
被除数より大きくなるものを選ぶ 39.1％  

４（１） 

（２） 

H19４ ２１０×０.６の式で答えが求められる問題を選ぶ 55.7％ 

５年№９ 

H20４（１） 
１２ｍのテープの長さは３ｍのテープの長さの何
倍かを求める式と答えを書く 84.6％ 

H20４（２） 
６ｍのテープの長さは１２ｍのテープの長さの何
倍かを求める式と答えを書く 59.2％ 

H22２（１） 
８ｍの重さが４㎏の棒の１ｍの重さを求める式と
答えを書く 57.7％ 

H24３（１） 
１２０㎝の赤いテープの長さが白いテープの長さ
の０.６倍に当たるとき、二つのテープの長さの関係
を表している図を選ぶ 

33.1％ 

H24３（２） 
１２０㎝の赤いテープの長さが白いテープの長さ
の０.６倍に当たるとき、白いテープの長さを求める
式を書く 

44.5％ 

５    ５年№２６ 

６    
５年単元テスト 
１－３ 

７（１） 
H19６（１） ２つの角の大きさが７５°、３５°である三角形

の、残りの角の大きさを求める 84.1％ 
５年№１９ 

H24６（１） 三つの角の大きさが６０°、８０°、９０°である
四角形の、残りの角の大きさを書く 82.1％ 

７（２） H23７ 
２つの合同な四角形について、一方を回して置いた
場合に、対応する角を選ぶ 75.0％ ５年№１１ 

８（１） H24９ 
直方体の底面の大きさを変えずに、高さを２倍、３
倍、･･･にすると、体積はどのように変わるかを選
ぶ 

81.7％  

８（２）    ４年№３６ 
９（１）    ５年№１６ 
９（２）    ５年№１６ 

小学校算数 



43

 

問題番号 過去の全国学力・学習状況調査との関連 高知県正答率 国語学習シート№ 
国語指導改善資料集 

国語学習シート活用事例集

１１ 参考：H19～24   №１４ 資料集 

P.１１１ 
１２ 参考：H19～24   №１４ 

２１ 参考：H19～24   №１５ 

２２ 参考：H19～24   
参考：№８・ 
２８・４８ 

３ア H24Ａ７三ア 
適切な語句を選択する（このカーテンの

色は、部屋の雰囲気とよく調和している）
82.6％ 

参考：№９・ 
２９・４９ 

３イ 
H22 Ａ １０ 三

ウ 

適切な語句を選択する（わたしが健康に

なったのは、ひとえに母のおかげです） 
65.3％ 

４ H19Ａ８七ア 文を推敲する（主語・述語の対応） 87.6％ 参考：№３８  

５ア H20Ａ６六ア 
漢和辞典で調べた意味の中から、ふさわ

しいものを選択する（街頭） 
68.1％ 

参考：№１６・

５６  
 

５イ H20Ａ６六イ 
漢和辞典で調べた意味の中から、ふさわ

しいものを選択する（年頭） 
34.2％ 

 

６ H19Ａ８四 
行書で書かれた漢字を楷書で書いたとき

の総画数を選択する（録） 
77.4％ 

  

７一 参考：H20Ａ４一 
インタビューをする際の心がけとして適

切なものを選択する 
69.5％ 

参考：№７ 資料集 

P.７６～８１ 

７二 

参考：H20Ａ４二 インタビューの展開に即した質問を書く 88.8％ 

参考：H19Ａ６一 

インタビューの目的にあった質問内容を

考え、質問しなくてもよいものを選択す

る 
89.3％ 

８一 

参考：H24Ａ２一 
手紙の前文の最初に書かれる言葉の名称

として適切なものを選択する 
82.7％ 

参考：№３３・

４１・５７ 
資料集 

P.２８～４３ 

P.１０２・１０３

P.１１２・１１３
参考：H19Ａ２一 

手紙の結語「敬具」に対応する頭語を選

択する 
81.5％ 

８二    

８三    

９一 

参考：H24Ａ６一 
「このような現象」が何と呼ばれている

かを本文中から抜き出す 
58.9％ 

参考：№２３・

４５・６６・ 
６７  

事例集 

P.１３～１６ 

 
参考：H23Ｂ２二 

比喩を用いた表現の内容として適切なも

のを選択する 
72.0％ 

９二 

参考：H23Ｂ２一 
段落相互の関係について説明したものと

して適切なものを選択する 
77.7％ 

参考：H21Ｂ２一 
本文の第一段落の役割について述べたも

のとして適切なものを選択する 
66.1％ 

10 一 参考：H19Ｂ３一 
広告カードについての会話文とカードの

内容から、書いた人を特定する 
64.7％ 

参考：№１２・

２６・４２・ 
６０・６２・ 
６３  

資料集 

P.１０４・１０５

 

10 二 

参考：H19Ｂ３二

（１） 中学生が作成した広告カードに共通して

書かれている情報を二つ書く 

63.9％ 

参考：H19Ｂ３二

（２） 
43.7％ 

10 三 参考：H19Ｂ３三 
中学生広告のカードと、店員が作成した

広告カードを比較し、違いを説明する 
36.6％ 

中学校国語 
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問題番号 過去の全国学力・学習状況調査との関連 高知県正答率 数学シートとの関連

１（１） 

H19２（１）    yxyx 3272  を計算する 60.8％ 

中２№２ 
H20２（１）    3285  xx を計算する 75.1％ 

H23２（１）    3264  aa を計算する 81.3％ 

H24２（１）    yxyx 2557  を計算する 73.8％ 

１（２） 

H19２（２） 4,5  ba のときの式 ba 53  の値を求める 72.7％ 

中２№４ 

H20２（２） 3,4  ba のときの式 abの値を求める 58.9％ 

H24２（２） 3x のときの式 2x の値を求める 59.6％ 

１（３） 

H19２（４） 932  yx を yについて解く 41.0％ 

H20２（４） 等式 62  yx を、 yについて解く 39.2％ 

H21２（４） 等式 ahS
2
1

 を、 aについて解く 32.5％ 

H22２（５） 等式 52  yx を、 yについて解く 65.5％ 

H23２（４） 73  yx を yについて解く 68.1％ 

１（４） H23２（２） 
連続する３つの自然数のうち、最も小さい自然数を

nとするとき、その連続する３つの自然数をそれ

ぞれ nを用いた式で表す 
63.0％ 中２№５ 

２（１） H20３（３） 1 yx の解の個数を選ぶ  48.4％ 中２№６ 

２（２） 

H19３（４） 連立方程式






132
375

yx
yx

 を解く 61.2％ 

中２№７ 

H20３（４） 連立方程式







1623
13

yx
xy

 を解く 63.4％ 

H21３（４） 連立方程式






823
132

yx
yx

 を解く 65.2％ 

H22３（３） 連立方程式






4
923

yx
yx

 を解く 73.0％ 

H23３（４） 連立方程式






3
12

xy
xy

 を解く 64.5％ 

H24３（２） 連立方程式







112
8

ba
ba

 を解く 75.5％ 

２（３） H22３（４） 
連立方程式をつくるために着目する数量を選び、式

で表す 
67.3％ 中２№10 

３（１） 
H1911（１） 一次関数を表した事象を選ぶ 51.7％ 

中２№11 
H2412 一次関数を表した事象を選ぶ 32.3％ 

中学校数学 
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問題番号 過去の全国学力・学習状況調査との関連 高知県正答率 数学シートとの関連

３（２） 
H1911（２） 一次関数のグラフを選ぶ 46.4％ 

中２№12 
H2111（１） 傾きと切片の値から、それを表すグラフを選ぶ 52.3％ 

３（３） 
H2012（２） 一次関数の表から式を求める 23.1％ 

 
H2311（３） 一次関数の表から式を求める 31.7％ 

３（４）    中２№14 

３（５）①    中２№13 

３（５）② H2311（１） 
「高さが高くなるのにともなって、気温が一定の割

合で下がる」と考えたとき、高さと気温の関係を表

したグラフを選ぶ 
59.6％ 中２№16 

４（１） H22６（２） 
五角形の１つの頂点を動かし、角の大きさを９０°

に変えたときの内角の和の変化として正しいもの

を選ぶ 
69.4％  

４（２） 
H19６（１） 

平行線の同位角の大きさが等しいことを利用して、

角の大きさを求める 
87.6％ 

中２№18 
H23６（１） 

平行線の錯角の大きさが等しいことを利用して、角

の大きさを求める 
81.5％ 

４（３） H19８ 証明で用いられた三角形の合同条件を選ぶ 62.8％ 中２№19･21

４（４） H23６（３） 
合同な２つの三角形の対応する角の大きさを求め

る 
74.1％ 中２№19 

４（５） 
H21８ 

三角形の内角の和が１８０°であることの証明に

ついて正しいものを選ぶ 
23.8％ 

 
H23８ 

三角形の外角の和が３６０°であることの証明に

ついて正しい記述を選ぶ 
24.8％ 

５（１） H2415（２） 
フリースローでボールの入った回数と人数の関係

をまとめた図から、ボールの入った回数の最頻値を

求める 
33.4％ 中１№31 

５（２） H2313（３） 
ある月の日ごとの最高気温の分布を表したヒスト

グラムについて、正しいものを選ぶ 
59.4％  

６（２） H22３（１） 
グラフから、２店のＴシャツのプリント料金が同じ

になる座標を選ぶ 
44.7％  

６（３） H22３（２） 
Ｔシャツ３５枚のプリント料金が最も安い店をグ

ラフから判断する方法を説明する 
20.0％  



46

 

 
 

問題番号 過去の全国学力・学習状況調査との関連 高知県正答率 理科思考力問題集との関連 

１（１）    中１－０９１(11) 

１（２）    中１－０９１(18) 

１（４）    中１－０９１(17) 

１（５）    中１－０９１(13)(14 )(15)(16)

２（１）    

２（４）    中２－０５２(5)  

３（１）    中２－０６  

３（２）    中２－０６(3)(4)  

３（３）    中１－０６  

３（４）    中２－０６(7)  

３（５）    中２－０６(10)  

３（６）    中２－０６(3)  

４（２） H24２（１） 
電圧が 1.2Ⅴのときの電流計の
図から、電流の大きさを読みと
り答える 

37.5％  

４（３） H24２（２） 
１つの回路で、２つの実験と同
じ結果を得るための測定方法
を説明する 

4.9％  

４（４）①    中２－０１思考力問題(1) 

４（４）②    中２－０１思考力問題(2) 

問題番号 英語ライティングシートとの関連 『特定の課題に関する調査：英語「書くこと」』との関連

４（１） Ⅱ重要表現編２年生№０２  

４（３） Ⅱ重要表現編２年生№１１  

８（１） Ⅲテーマ作文編１年生「観光地を紹介しよう」  

８（２） Ⅲテーマ作文編１年生「観光地を紹介しよう」 問題３ 

９（１） Ⅱ重要表現編１年生№１０ 問題５ 

９（２） Ⅱ重要表現編２年生№０３ 問題５ 

９（３） Ⅱ重要表現編２年生№１２ 問題５ 

10（１）  問題２２ 

10（２）  問題２２ 

11（１） Ⅲテーマ作文編   

11（２） Ⅲテーマ作文編   

11（３） Ⅲテーマ作文編   

中学校理科 

中学校外国語（英語） 

中２－０３１(2)(3)(5) 
中２－０５２(5)  
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高知県教育委員会事務局小中学校課 

高知県教育委員会が作成した学習シート及び資料等

家庭学習に活用できる学習シート等
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算数・数学シート

理科思考力問題集

きっとある
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・高知県国語指導改善資料集（平成２３年２月）
・高知県国語学習シート活用事例集（平成２４年１月）
・算数・数学学力定着事業単テスト活用事例集

（平成２２年３月）
・高知県算数・数学授業ガイドブック（平成２３年３月）
・高知県小学校外国語活動モデルプラン

（平成２２年１０月）
・高知県中学校外国語モデルプラン

（平成２３年１１月）
・平成２３年度学力定着状況調査報告書
指導改善のポイント（平成２３年１０月）

・平成２３年度全国学力・学習状況調査問題を

授業づくりに活用できる資料等

英語ライティングシート 活用した希望利用調査結果の概要（平成２４年２月）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


